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平成 21 年 第 1 回 定例議会
3 月 2 日から 25 日まで 24 日間の会期で開催

予
算
提
出
権
？
・
・
・
予
算
に
関
す
る
議
案
の
提
出
は
市
長
に
の
み
与
え
ら
れ
た
権
限
。
議
会
は
提
出
さ
れ
た
予
算
案
に
つ
い
て
の
修
正
の
み
に
と
ど
ま
る
。

平成 21 年度当初予算（全 11 会計）
会　計　別 H ２1 予算

前年度比較
金額 率 増減

一 般 会 計 186 億 2,150 14 億 4,650 8.4 ↑

特
別
会
計

国民健康保険（事業） 54 億　758 6,987 1.3 ↓

国民健康保険（直診） 1 億 9,217 103 0.5 ↓

老 人 保 健 170 3 億 7,138 99.5 ↓

後期高齢者医療保険 3 億 5,663 394 1.1 ↓

介 護 保 険 （ 事 業 ） 25 億 6,427 3 億　595 13.6 ↑

介護保険（サービス） 255 4 1.8 ↑

下 水 道 20 億 5,092 1 億 5,428 8.1 ↑

農 業 集 落 排 水 5 億 4,427 2 億 3,311 74.9 ↑

戸 別 浄 化 槽 6,416 1,382 27.5 ↑

霊 園 1,568 12 0.8 ↑

企
業
会
計

水 道

収益
収入 7 億 7,508 5,607 0.1 ↑

支出 7 億 2,656 7,630 11.7 ↑

資本
収入 6 億 2,324 1 億 1,113 15.1 ↓

支出 9 億 5,152 1,193 1.2 ↓

病 院

収益
収入 3 億 1,794 3,119 8.9 ↓

支出 2 億 9,256 5,657 16.2 ↓

資本
収入 － － － －

支出 4,333 3,107 253.4 ↑

収 入 計 315 億 3,773 16 億 2,135 5.4 ↑

支 出 計 318 億 3,546 17 億 4,649 5.8 ↑
（単位：万円・％）

　平成 21 年の第１回定例議会が 3 月２日から 25 日の 24 日間の会期で開かれ、市長から提出された
平成 21 年度の当初予算を中心に 47 件の議案等と 4 件の請願・陳情について審議しました。

21 年度スタートへ当初予算が決まる
　　  予算総額 318 億 3,546 万円
　　    前年度比 17 億 4,649 万・５. ８％↑

法
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川
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員
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．
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市
民
税
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４
千
万
円
減
の
内
訳
は
。

Ａ
．
景
気
に
左
右
さ
れ
な
い
均
等
割
は

前
年
同
様
の
１
億
２
千
万
円
を
計
上
し

た
が
、
所
得
に
応
じ
た
法
人
割
は
前

年
度
か
ら
４
割
減
の
２
億
円
と
見
込

ん
で
お
り
、
ト
ー
タ
ル
で
前
年
度
の

当
初
予
算
か
ら
約
３
割
減
の
３
億
２
，

１
０
０
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円
を
計
上
し
て
い
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。

Ｑ
．
法
人
割
が
４
割
減
収
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根
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。

Ａ
．
法
人
割
の
産
業
分
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別
の
統
計
か

ら
、
金
融
・
保
険
業
、
輸
出
関
連
の
製

造
業
と
こ
れ
に
連
動
す
る
運
送
業
、
さ

ら
に
茨
城
空
港
整
備
に
伴
い
業
績
を
伸

ば
し
た
建
設
業
や
不
動
産
業
が
大
幅
な

減
収
傾
向
に
あ
り
、
平
成
19
年
度
の
実

績
や
平
成
20
年
度
の
決
算
見
込
み
か
ら

積
算
し
て
い
る
。
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．
今
後
の
経
済
情
勢
の
動
向
を
見
越

し
て
の
判
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は
。

Ａ
．
今
後
の
経
済
情
勢
等
へ
の
見
通
し

に
つ
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て
は
不
確
実
な
点
が
多
い
た
め
、

具
体
的
な
見
極
め
は
困
難
。
当
面
は
経

済
の
低
迷
が
続
く
も
の
と
予
想
す
る
が
、

今
後
の
景
気
動
向
や
市
内
法
人
の
中
間

決
算
の
状
況
に
注
視
し
て
い
く
。

合併特例債の活用は最小限に
　平成 21 年度予算における市税収入
は、前年度の当初予算から約 2 億円の
減収を見込んでいる。また、支出の１
割が借金返済に充てられているなど、
住民は市をはじめとして、国や県が抱
える多額の借金を背負わされている。
　世界的な同時不況の中で、行政は健
全財政をどう確保していくのかが問わ
れており、合併特例債の事業遂行にあ
たっては、然るべき説明責任を全うす
るとともに、必要最小限に留めていく
べきである。　　 （議案 32：福島議員）

反 対 意見

（4 月 7 日 下吉影小学校 入学式）
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　　　景気後退で市税は減少も
　　　　国からの財政支援措置は拡充
　市税は景気後退の影響により、前年度から 1 億 9,300
万円・3％減、その減少分のうち約 70%を占める法人市
民税は 1 億 4,225 万円・30％減。
　その一方、国からの財政支援措置は拡充され、地方交
付税が前年度より 1 億 1,200 万円・3％増、また、臨時
財政対策債（市債）が 8 億 4,730 万円と前年度より 2 億
8,300 万円・66.6%増。

Ｈ 21 予算
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人
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す
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す
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一般会計 186 億 2,150 万円　前年比 14 億 4,650 万円・8.4％増の積極予算
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　　　合併特例債を活用し６事業を展開
　　　　市債は前年度比 15 億円アップ倍増
　市債は９つの事業等に約 30 億円を発行する。このう
ち合併特例債が 22 億 590 万円、前年度から約 13 億円
の増。平成 21 年度は以下の事業を予定する。

事業名 事業費 起債額
  広域幹線道路整備 4 億 2,557 万 4 億　510 万
  給食共同調理場施設整備 16 億 4,051 万 14 億 5,570 万
  かしてつ跡地バス専用道化整備 1 億 7,162 万 7,710 万
  スポーツレクレーション施設整備（基本設計） 7,500 万 7,120 万
  小学校建設事業（堅倉小） 5,625 万 5,340 万
  石岡地方斎場建設 1 億 7,106 万 1 億 4,340 万

歳入（収入）主なもの

歳出（支出）主なもの

性 質 別 H21 予算 前年度比較
金額 構成 金額 率 増減

義 務 的 経 費 84 億 8,565 45.8 7,630 0.9 ↑

人 件 費 43 億 3,156 23.2 2,095 0.5 ↓

扶 助 費 25 億 1,438 13.5 2 億　997 9.1 ↑

公 債 費 16 億 3,971 8.8 1 億 5,462 8.6 ↓

投 資 的 経 費 38 億 1,373 20.5 12 億 6,379 49.6 ↑

普通建設費 38 億 1,373 20.5 12 億 6,379 49.6 ↑

そ の 他 経 費 63 億 2,210 34.0 1 億　640 1.7 ↑

物 件 費 19 億 8,329 10.7 7,622 4.0 ↑

補 助 費 等 22 億 2,915 12.0 9,910 4.3 ↓
（単位：万円・％）

目 的 別 H21 予算 前年度比較
金額 構成 金額 率 増減

議 会 1 億 9,529 1.1 1,235 6.8 ↑

総 務 28 億 5,992 15.4 1,365 0.5 ↓

民 生 46 億 8,101 25.1 4 億　943 9.6 ↑

衛 生 17 億 3,297 9.3 1 億 4,306 9.0 ↑

農 林 水 産 業 8 億 9,275 4.8 1,227 1.4 ↑

商 工 1 億 2,156 0.7 2,677 28.3 ↑

土 木 19 億 4,490 10.4 2 億 1,590 12.5 ↑

消 防 11 億 2,170 6.0 1,965 1.7 ↓

教 育 34 億　684 18.3 8 億 2,006 31.7 ↑

公 債 16 億 3,971 8.8 1 億 5,462 8.6 ↑
（単位：万円・％）

財 源 別 H ２1 予算 前年度 比較
金額 構成 金額 率 増減

自 主 財 源 71 億 9,316 38.6 3 億 1,400 4.1 ↓

市　　 税 60 億 4,628 32.5 1 億 9,300 3.1 ↓

依 存 財 源 96 億 6,782 56.3 16 億 7,785 21.0 ↑

地方交付税  38 億 1,200 20.5 1 億 1,200 3.0 ↑

国県支出金 30 億 6,668 16.5 1 億 9,896 6.,9 ↑

市　　 債 30 億 7,810 16.5 15 億　540 95.7 ↑

地方譲与税 3 億 4,630 1.9 4,370 11.2 ↓

交 付 金 11 億 2,524 6.0 1,215 1.1 ↓
（単位：万円・％）

臨時財政対策債？・・・自治体の財源不足を補うために
発行が認められる特例の市債（借金）。これまでの国の交
付税特別会計の借入残高の著しい増加により、地方交付税
の代替として発行が許されている。その元利償還金は後年
度に地方交付税として理論上 100％算入される。

トピ 1

トピ 2
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平成 20 年度  補正予算
会　計　別 補正額 補正後額

一 般 会 計 6 億 3,538 ↑ 190 億 6,140    

特　

別

国民健康保険（事業） 4,208 ↓ 54 億 3,413

国民健康保険（直診） 271 ↓ 2 億 1,814

老 　 人 　 保 　 健 281 ↑ 3 億 6,918

後期高齢者医療保険 4,364 ↓ 3 億 1,694

介 護 保 険 （ 事 業 ） 3,193 ↑ 23 億 6,945

下 水 道 1,901 ↓ 20 億 6,580

戸 別 浄 化 槽 766 ↑ 6,450

農 業 集 落 排 水 201 ↑ 3 億 5,821

企
業 病 院 収 益 支 出 － 3 億 6,432

   （議案 23 ～ 31.47.48 単位：万円）

一般会計補正予算の主な内容
   [ 歳  入 ]
　・市税（固定資産税滞納分ほか） 5,900 万↑
　・地方交付税（普通・特別） 2 億 7,865 万↑
　・繰入金（財政調整基金） 2 億 4,611 万↓
　・国庫補助金（定額給付金） 8 億 1,546 万↑
   [ 歳  出 ]
　・国民健康保険特別会計への操出金 5,262 万↑
　・退職手当特別負担金 9,143 万↑
　・定額給付金 ８億 1,546 万↑
　・子育て応援特別手当 2,720 万↑
   [ 繰  越 ]
　・定額給付金事業ほか 7 件 12 億 7,733 万　

（議案 23）

主な議案

賛成 21：反対 2 〝 サッカー場建設に関する請願書 〟（請願 2）

請願要旨）先後地区の八幡池（市有地）
の有効活用については、長年にわたる地
元住民の念願であり、この度のサッカー
場建設計画は地元にとってこの上ない喜
びである。これを機に市のスポーツ発展
の基盤づくり、青少年の夢を実現、地域
経済への波及効果を願い、早期完成に向
けた事業推進を求める。

経済不況の中、事業化に伴
う市民負担には最大限配慮
しながらも、空港と連動し
市全体が活気づき、地域住
民が夢を持てるよう事業を
推進すべき。　　（荒川議員）

本事業については、全市的
に市民への理解周知、合意
を得た上で推進すべきもの
であり、早期実現を求める
本請願の趣旨には一部賛同
できない。　　　（橋本議員）
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経
済 

委
員
会

－

17
日
総　

務 

委
員
会

－

24
日
議
会
広
報 

委
員
会

－

25
日

茨
城
空
港
推
進 

委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議 

委
員
会
審
査
報
告
、
討
論

採
決
、
追
加
上
程
、
採
決
、
閉
会

２
名

用
者
負
担
額
な
ど
が
軽
減
さ
れ
る
。

　

市
独
自
の
も
の
と
し
て
は
、
低
所
得

者
の
介
護
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
所
得
階
層
区
分
を
こ
れ
ま
で
の
６

段
階
か
ら
８
段
階
に
細
分
化
し
、
新
た

に
第
４
段
階
の
上
段
と
、
平
成
20
年
度

で
終
了
す
る
激
変
緩
和
措
置
の
代
わ
り

に
５
段
階
を
設
定
す
る
。
対
象
者
は
約

５
千
人
、
全
体
の
約
45
％
と
な
る
。
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No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■条例の制定（1 件）
7 公平委員会委員の服務の宣誓に関する条例 ◎ 総 ◎

～地方公務員法に基づき、必要な事項を定めるもの～

■条例の改正（15 件）
８ 部等設置条例 ◎ 総 ◎

～県からの事務委譲に伴い事務分掌を見直すもの～

9 職員団体の登録に関する条例 ◎ 総 ◎

～地方公務員法との整合性を図るもの～

10 非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例 ◎ 市 ◎

～市消費生活センター設置に伴うもの～

11 非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例 ◎ 文 ◎

～羽鳥保育所長職を非常勤特別職とするもの～

12 非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例 ◎ 文 ◎

～元気っ子幼稚園の設置に伴うもの～

13 職員の給与に関する条例 ◎ 総 ◎

～管理職員特別手当の支給対象となる職員に関する規定の改正～

14 手数料条例 ◎ 市 ◎

～県からの権限委譲に伴い、火薬類取締法に基づく許
可申請手数料を規定するもの～

15 基金条例　～防災対策基金の設置～ ◎ － －

16 基金条例 ◎ － －

～地区集会施設維持管理基金の設置～

17 基金条例 ◎ － －

～介護従事者処遇改善臨時特例基金の設置～

18 基金条例 ◎ － －

～戸別浄化槽事業減債基金の設置～

19 国民健康保険条例 ◎ 文 ◎

～児童福祉法等の一部改正に伴うもの～

20 介護保険条例 ○ 文 ◎

～平成 21 ～ 23 年度までの介護保険料の改定～

21 水道事業の設置等に関する条例 ◎ 建 ◎

～給水区域等の統合に伴うもの～

22 給水条例　～給水区域の統合に伴うもの～ ◎ 建 ◎

■ 20 年度 補正予算（11 件）
23 一 般 会 計 ◎ － －

24 国民健康保険（事業、直診勘定） ◎ － －

25 老 人 保 健 ◎ － －

26 後期高齢者医療保険 ◎ － －

27 下 水 道 ◎ － －

28 農業集落排水 ◎ － －

29 戸別浄化槽 ◎ － －

30 介護保険（事業、介護サービス勘定） ◎ － －

31 病 院 ◎ － －

47 一 般 会 計（追加） ◎ － －

48 下 水 道（追加） ◎ － －

第１回定例議会　審議結果一覧（全 51 件）

No 議案等名　～内　容～ 結果 委員会審査

■ 21 年度 当初予算（11 件）
32 一 般 会 計 ○ 各 ◎

33 国民健康保険（事業、直診勘定） ○ 文 ◎

34 老 人 保 健 ◎ 文 ◎

35 後期高齢者医療保険 ◎ 文 ◎

36 下 水 道 ◎ 建 ◎

37 農業集落排水 ◎ 建 ◎

38 戸別浄化槽 ◎ 建 ◎

39 霊 　 園 ◎ 市 ◎

40 介護保険（事業・介護サービス勘定） ○ 文 ◎

41 病 院 ◎ 文 ◎

42 水 道 ◎ 建 ◎

■その他（4 件）
43 市道路線の認定 ◎ 建 ◎

～市道美 1623・1624 号線、市道小 10910・21111 号線～

44 市道路線の廃止 ◎ 建 ◎

～市道小 10735・10736・10855 号線～

45 区域外道路の路線認定に係る承諾 ◎ 建 ◎

～笠間市道路線の区域外認定を承諾するもの～

46 財産の取得 ◎ － －

～老人いこいの家小川温泉寿荘の整備用地の取得～
　場所：上吉影地内、面積：5,165㎡、金額 4,340 万円

■人　事（3 件）＊追加
1 人権擁護委員（笹目 明子 氏） ◎ － －

2 人権擁護委員（柳澤 よしえ 氏） ◎ － －

3 人権擁護委員（北川 克子 氏） ◎ － －

■請願・陳情（4 件）
1 介護保険に関する請願書 継 文 継

請願者：茨城県社会保障推進協議会
紹介議員：福島ヤヨヒ

2 サッカー場建設に関する請願書 ○ 総 ◎

請願者：先後区長ほか
紹介議員：磯辺　隆、関口輝門、加藤吉博

1 （仮称）協同労働の協同組合法の速やか
な制定を求める意見書に関する陳情書 ◎ 市 ◎

2 生活環境改善に関する陳情書 ◎ 市 ◎

■選　挙（1 件）
－ 後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙（追加）

当選：野村武勝

審議結果の表記・見方について
[ 審査を付託した委員会 ]
　総：総　務、文：文教福祉、市：市民経済
　建：建　設、各：各委員会
[ 賛　否 ]
　◎：全会一致で可決（採択）
　○：賛成多数で可決（採択）、継：継続審査

結果一覧

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
？
・
・
・
都
道
府
県
単
位
で
運
営
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
予
算
や
条
例
な
ど
を
審
議
決
定
す
る
機
関
。
茨
城
県
で
は
各
44
市
町
村
の
議
会
か
ら
代
表
者
を
１
名
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。



　   �
平成 21 年  3 月定例会

　本会議で付託された 29 件の議案等と 4 件の請願・陳情について、11 日から 17 日にかけて行われ

た各常任委員会で審査しました。

　各常任委員会での審査について、主な質疑応答の内容をお知らせします。

　   委員会 審査 Ｑ＆Ａ
　　　　　提出された議案等についての審査経過

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
事
業

市
民
へ
の
説
明
経
過
と
財
政
負
担
は

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施

設
整
備
構
想
に
関
し
て
、
区
長
に
行
っ

た
説
明
会
の
概
要
は
。

Ａ　

区
長
会
役
員
会
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
開
催
し
、
約
３
分
の
１
の
区
長
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で

意
見
・
問
題
提
起
等
を
受
け
、
多
く
は

こ
の
事
業
に
つ
い
て
広
報
紙
で
の
情
報

提
供
だ
け
で
は
説
明
が
不
十
分
な
た
め
、

地
域
に
出
向
い
て
説
明
会
を
行
っ
て
欲

し
い
と
い
う
要
望
で
し
た
。
今
後
、
区

長
会
長
等
と
調
整
し
、
４
月
に
入
っ
て

か
ら
各
地
域
で
の
説
明
会
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
当
に

市
か
ら
の
財
政
負
担
は
な
い
の
か
。

Ａ　
〝
合
併
特
例
債
〟
や
〝
新
市
町
村
づ

く
り
支
援
事
業
〟
等
は
、
合
併
市
町
村

に
用
意
さ
れ
た
有
利
な
制
度
で
す
。
こ

れ
ら
を
活
用
し
た
事
業
経
費
は
、
翌
年

度
以
降
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
交
付
税
と

県
補
助
金
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。
現

行
の
制
度
上
、
市
か
ら
の
財
政
負
担
は

生
じ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総　

務

サッカー場建設に関する請願（請願 2）

〝各委員から出た意見〟

・旧玉里地区にも八幡池のような池とその
隣接地にうっそうとした病院跡地があっ
たが、総合運動公園として開発され、現
在は一変して環境が良くなった。今回請
願された区長や地域の思いは理解でき、
環境整備のためにも取り上げるべき。
・八幡池の活用は旧美野里時代からも検討
されてきた。将来の見通しをつけた今回
の計画に対する区長の請願には賛成。

図
書
館
シ
ス
テ
ム
一
本
化
へ

Ｑ　

市
内
３
つ
の
図
書
館
に
統
一
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
図
書
を
借
り
る
方
法
等
は
変

わ
る
の
か
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
図

書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
し
た
の
で
、
利
用

者
は
登
録
し
て
あ
る
図
書
館
で
し
か
図

書
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
例
え
ば
、
小
川
図
書
館
の
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
方
が
、
玉
里
図
書
館
で

本
を
借
り
た
い
と
き
は
、
玉
里
図
書
館

で
新
た
に
登
録
し
な
い
限
り
本
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、

シ
ス
テ
ム
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ひ
と
つ
の
図
書
館
で
登
録
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
市
内
全
て
の
図
書
館
で
の

貸
出
や
返
却
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

い
つ
か
ら
導
入
の
予
定
か
。

Ａ　

平
成
22
年
２
月
か
ら
稼
動
す
る
予

定
で
す
。

Ｑ　

現
在
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
図

書
は
５
冊
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ

と
増
や
す
こ
と
は
。

Ａ　

新
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
と
併
せ
て
、

貸
し
出
し
冊
数
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

文
教
福
祉

自
治
体
の
収
入
（
財
源
）
分
類
？
・
・
・〝
自
主
財
源
〟（
自
ら
の
権
限
で
収
入
す
る
も
の
）
に
対
す
る
〝
依
存
財
源
〟（
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
）。〝
一
般
財
源
〟（
自
由
に
使
え
る
も
の
）
に
対
す
る
〝
特
定
財
源
〟（
特
定
事
業
な
ど
使
途
が
決
め
ら
れ
た
も
の
）。

■ 一般財源から財政負担が生じないとされる仕組み ( 施設整備時）
←－－－－－－－－　事　業　費　－－－－－－－－→

① : 合併特例債：事業費の 95％まで借入れ
③

(5% )② : ①の元利償還金の 70％が、後年度に
地方交付税に算入される

④
(30% )

③ : 合併特例債を活用できない部分：事業費（施設整備）の５％。
④ : 合併特例債の元利償還金のうち、後年度に普通交付税に算入
      されない部分：合併特例債の起債額の 30％。
＊③と④部分は、新市町村づくり支援事業を活用し、県補助金として
    全額が補てんされる。
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 委員会ＱＡ

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
学
寄
付
講
座

東
京
医
科
大
学
か
ら
医
師
が
派
遣

Ｑ　

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
学
講
座
と
は
。

Ａ　

地
域
医
療
の
向
上
を
図
る
た
め
、

医
師
不
足
地
域
に
お
け
る
医
療
連
携
シ

ス
テ
ム
の
構
築
と
医
師
不
足
を
改
善
す

る
研
究
を
目
的
と
し
て
、
21
年
度
か
ら

の
３
年
間
、
小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー

に
東
京
医
科
大
学
か
ら
週
３
回
、
医
師

を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

Ｑ　

こ
の
事
業
へ
の
市
の
負
担
は
。

Ａ　

年
間
で
約
５
０
０
万
円
で
す
。

Ｑ　

何
科
の
医
師
が
何
曜
日
に
来
る
の

か
。

Ａ　

医
療
セ
ン
タ
ー
と
東
京
医
科
大
学

と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
午
前
の
み
が

水
・
金
曜
。
午
前
・
午
後
と
も
が
木
・

土
曜
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
科
目
は
、
水
曜
が
内
科
、
木
曜

が
乳
腺
科
、
金
曜
が
腎
臓
内
科
で
す
。

ま
た
、
土
曜
は
整
形
外
科
・
消
化
器
外

科
等
４
科
の
医
師
が
来
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し

小
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置

Ｑ　

県
か
ら
の
収
入
と
し
て
緊
急
雇
用

創
出
事
業
補
助
金
と
あ
る
が
、
内
容
は
。

Ａ　

現
在
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
非
正

規
労
働
者
の
解
雇
や
継
続
雇
用
の
中
止

な
ど
に
よ
り
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
方
を
、
地
方
公
共
団
体
が
何
ら

か
の
形
で
雇
用
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ

る
補
助
金
で
す
。

Ｑ　

市
で
は
ど
の
よ
う
な
形
で
補
助
金

を
活
用
す
る
の
か
。

Ａ　

市
内
の
小
中
学
校
に
外
国
人
の
英

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配
置
す
る

た
め
の
費
用
と
し
ま
す
。

Ｑ　

配
置
人
員
数
は
。

Ａ　

市
内
４
つ
の
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ

１
名
ず
つ
と
、
平
成
21
年
度
か
ら
市
内

全
小
学
校
に
お
い
て
、
外
国
語
活
動
を

実
施
す
る
た
め
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
名
、
合

計
で
６
名
を
配
置
し
ま
す
。

Ｑ　

小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
は
、
ど
の

く
ら
い
の
時
間
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

対
象
は
小
学
５
・
６
年
生
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
週
１
時
間
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

市
民
経
済

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
今
秋
開
設

Ｑ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の

経
緯
は
。

Ａ　

近
年
、
商
品
の
偽
装
問
題
、
高
齢

者
を
狙
っ
た
悪
徳
商
法
な
ど
市
民
の
身

近
な
と
こ
ろ
で
大
き
な
不
安
を
も
た
ら

す
消
費
者
問
題
が
数
多
く
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
費
生
活
相
談
に
関
す

る
問
題
の
複
雑
・
高
度
化
が
進
む
中
で
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

常
設
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

開
設
日
は
月
曜
か
ら
金
曜
の
週
５

日
間
、
相
談
時
間
は
午
前
が
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、
午
後
が
１
時
か
ら
４
時
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

開
設
の
時
期
は
。

Ａ　

今
年
の
秋
頃
の
開
設
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

美
野
里
地
区
の
ゴ
ミ
収
集
方
法
が
変
更

Ｑ　

美
野
里
地
区
の
ゴ
ミ
の
回
収
方
法

が
変
更
さ
れ
た
が
、
小
川
・
玉
里
地
区

と
の
分
別
方
法
の
違
い
は
。

Ａ　

霞
台
厚
生
施
設
（
小
川
・
玉
里
地
区
）

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に

つ
い
て
は
、
ビ
ン
、
缶
、
金
属
類
を
分

別
し
て
収
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
茨
城

美
野
里
環
境
組
合
で
は
一
緒
に
収
集
し

て
い
ま
し
た
。

Ｑ　

分
別
収
集
と
し
た
経
緯
は
。

Ａ　

他
の
環
境
組
合
の
状
況
等
を
見
ま

す
と
、
ビ
ン
と
缶
、
金
属
類
は
分
別
収

集
し
て
い
る
組
合
等
が
大
半
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
去
年
、
茨
城
町
や
環
境
組

合
と
協
議
し
ま
し
て
、
缶
と
金
属
類
の

分
別
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当

面
は
市
民
の
方
の
混
乱
等
を
勘
案
し
ま

し
て
今
回
の
形
と
し
ま
し
た
。

実
行
組
合
長
の
役
割
、
統
一
化
は

Ｑ　

小
川
地
区
の
実
行
組
合
長
の
役
割
は
。

Ａ　

主
な
業
務
は
行
政
か
ら
各
農
家
へ

の
連
絡
調
整
、
転
作
の
現
地
確
認
等
で

す
。
美
野
里
や
玉
里
地
区
に
も
類
似
す

る
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
業
務
は
転
作

関
係
だ
け
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
統
一
化
は
。

Ａ　

美
野
里
・
玉
里
地
区
で
は
県
普
及

所
等
か
ら
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
各

農
協
経
由
と
な
る
な
ど
、
類
似
す
る
組

織
で
あ
り
な
が
ら
地
区
に
よ
り
業
務
役

割
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
21
年
度

中
に
は
統
一
化
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
英
語
の
必
修
化
？
・
・
・
文
科
省
が
昨
年
３
月
に
示
し
た
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
外
国
語
活
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
平
成
23
年
度
の
完
全
実
施
の
移
行
期
間
と
し
て
今
年
か
ら
県
内
全
自
治
体
で
実
施
さ
れ
る
。

これまでも〝総合的な学習の時間〟の中
で行われてきた小学校での英語学習

（納場小学校）
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委員会ＱＡ
小
川
・
美
野
里
地
区
の
水
道
事
業
統
合

Ｑ　

小
川
・
美
野
里
地
区
の
水
道
事
業
統

合
に
よ
る
事
業
計
画
の
内
容
は
。

Ａ　

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
水
道
事

業
基
本
計
画
を
も
と
に
給
水
人
口
を

４
２
，
９
０
０
人
、
１
日
最
大
給
水
量

を
１
６
，
７
０
０
㎥
と
し
ま
し
た
。

Ｑ　

事
業
の
規
模
が
縮
小
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
か
。

Ａ　

新
た
に
小
美
玉
市
水
道
事
業
と
し

て
の
認
可
を
取
得
す
る
た
め
、
市
の
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
体
の
異
な
る

玉
里
地
区
を
除
い
て
、
小
川
、
美
野
里

地
区
の
将
来
の
人
口
推
移
か
ら
水
需
要

を
予
測
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

過
日
、
視
察
し
た
小
川
浄
水
場
の

施
設
が
か
な
り
傷
ん
で
い
る
よ
う
だ
が

改
修
の
目
途
は
。

Ａ　

平
成
20
年
度
に
小
川
浄
水
場
内
の

管
理
棟
と
配
水
池
の
耐
震
診
断
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

補
強
工
事
等
の
必
要
性
を
見
極
め
た
上

で
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

生
活
排
水
対
策
事
業
の
状
況
は

Ｑ　

公
共
下
水
道
の
接
続
の
状
況
は
。

Ａ　

接
続
の
状
況
で
す
が
、
小
川
地
区

42
％
、
美
野
里
地
区
85
％
、
玉
里
地
区

40
％
で
す
。

Ｑ　

地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
生

じ
て
い
る
が
。

Ａ　

美
野
里
地
区
は
事
業
開
始
が
早

か
っ
た
こ
と
と
、
最
近
で
は
北
浦
、
駅

東
の
住
宅
団
地
の
接
続
が
増
え
て
い
る

こ
と
で
数
字
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
ま
で
は
浄
化
槽

設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
て
い
た

も
の
が
、
下
水
道
整
備
に
よ
り
す
ぐ
に

接
続
を
求
め
ら
れ
負
担
が
生
じ
る
こ
と

に
対
し
、
理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ　

平
成
20
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で

あ
る
戸
別
浄
化
槽
事
業
の
申
込
状
況
は
。

Ａ　

当
初
30
基
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
に
28
基
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
３
月
の
上
旬
に
も
新
た

に
２
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

こ
の
事
業
は
申
請
者
か
ら
の
申
し

出
で
行
っ
て
い
る
が
、
下
水
道
や
農
集

な
ど
の
集
合
処
理
で
は
整
備
コ
ス
ト
が

高
く
な
る
た
め
、
市
か
ら
設
置
依
頼
し

た
経
過
は
あ
る
か
。

Ａ　

今
ま
で
の
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
現
状
へ
の
現
実
的
対
応
と
し
て

生
活
道
路
の
原
道
舗
装
へ
の
配
慮
を

Ｑ　

２
、３
ｍ
程
度
の
地
域
の
生
活
道
路

は
市
内
に
も
数
多
く
あ
る
。
市
で
は
整

備
基
準
と
し
て
幅
員
4.8
ｍ
以
上
で
流
末

排
水
施
設
の
設
置
を
要
件
と
し
て
い
る

が
、
現
実
的
な
対
応
と
し
て
拡
幅
せ
ず

に
原
道
舗
装
は
出
来
な
い
か
。

Ａ　

市
内
の
認
定
市
道
は
、
現
在
、
約

１
，
４
０
０
Km
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

小
川
地
区
で
言
え
ば
６
１
４
Km
の
う
ち

約
３
０
０
Km
が
舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

流
末
排
水
の
な
い
道
路
の
冠
水
や
そ
れ

に
伴
う
路
盤
の
痛
み
に
対
し
て
、
数
多

い
苦
情
や
改
善
を
求
め
る
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
維
持
管
理
費

だ
け
で
も
年
間
２
億
円
近
く
か
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
明
確
な
線
引
き
が
な

い
ま
ま
整
備
を
推
進
し
て
も
、
今
後
の

維
持
管
理
に
関
し
て
財
源
が
確
保
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ　

本
来
、
ひ
と
つ
の
基
準
の
中
で
整

備
を
推
進
す
る
の
は
理
想
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
は
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な

い
場
所
も
出
て
く
る
。
別
な
基
準
も
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

生
活
道
路
を
原
道
の
ま
ま
舗
装
す

る
こ
と
に
関
し
て
、
統
一
基
準
を
設
定

す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
こ
と
で
す

の
で
、
現
場
の
状
況
を
見
た
中
で
緊
急

性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

建　
　

設

市　

道
？
・
・
・
不
特
定
多
数
の
一
般
利
用
を
目
的
と
し
た
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
。
市
議
会
の
議
決
を
得
て
市
道
路
線
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

市道の認定延長と整備状況（平成 20 年 4 月 1 日現在）

種  類 地  区 路線数
（本）

実延長
（Km）

改良率
（％）

舗装率
（％）

備  考

1　級
小　川 17 40.3 88.8 100 戸数 50 戸以上の主

要集落間を連絡する
などの幹線市道

美野里 21 55.2 97.9 98.8
玉　里 7 15.7 100 100

2　級
小　川 13 27.1 60.5 97.7 戸数 25 戸以上の集

落間を連絡するなど
の幹線市道

美野里 13 27.0 89.7 95.6
玉　里 6 10.2 98.1 99.8

その他
小　川 2,592 547.1 7.9 43.7

１級、２級市道以外
の市道美野里 1,487 479.9 45.4 49.9

玉　里 1,069 200.9 31.1 40.7

道路改良率？

　道路構造令の規格に適
合するよう改良された
道路延長の全道路延長に
対する割合。道路の整備
状況を示す基本的な数値
で、改良率の高低が安全
かつ円滑な交通が確保さ
れているかどうかのひと
つの目安となる。
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　　市民の声を市政に　一般質問
　　　　　　 　　　　 住みやすいまちを目指して

１． 磯　辺　隆　（10 ページ）
　　① サッカー場建設について
 （答弁：市長）
２． 山本　信子　（11 ページ）
　　① 定額給付金の推進体制は
 （答弁：市長公室長）
　　② 茨城空港のＰＲ促進を
 （答弁：市長公室長）
３． 藤井　敏生　（12 ページ）
　　① 茨城空港の利用拡大策は
 （答弁：市長）
　　②地域医療の充実を
 （答弁：保健福祉部長、消防長）
４． 山口　良元　（13 ページ）
　　① サッカー場建設を目指す意義は
 （答弁：市長公室長、市長）
　　② 茨城空港の状況は
 （答弁：市長公室長）
　　③ 定額給付金の状況は
 （答弁：副市長）
５． 福島ヤヨヒ　（14 ページ）
　　① 派遣切り等について
 （答弁：産業経済部長、都市建設部長、市長）
　　② 後期高齢者医療問題について
 （答弁：保健福祉部長）
　　③ 介護保険について
 （答弁：保健福祉部長）
　　④ 教育問題について
 （答弁：教育次長、市長）
　　⑤ 市民への情報提供のあり方
 （答弁：市長公室長、市長、市民生活部長）
６． 橋本　政美　（15 ページ）
　　① サッカー場建設について

 （答弁：市長公室長）
　　② 霞ヶ浦沿岸地域交流施設整備構想について
 （答弁：市長）
７． 戸田　見成　（16 ページ）
　　① 自治基本条例について
 （答弁：市長公室長）
　　②統合幼稚園設置の課題は
 （答弁：教育長）
　　③ サッカー場建設について
 （答弁：市長公室長）
　　④ 消費税の延滞・加算金について
 （答弁：都市建設部長）
　　⑤ 財政状況について
 （答弁：市長公室長）
８． 小川　賢治　（17 ページ）
　　① 消防行政について
 （答弁：消防長）
　　② 被災時対策の拡充について
 （答弁：都市建設部長）
　　③ 米の生産調整について
 （答弁：産業経済部長）
９． 関口　輝門 （18 ページ）
　　① 財政の健全化確保について
 （答弁：市長公室長）
　　② 医療センターについて
 （答弁：保健福祉部長）
10． 島田　幸三 （19 ページ）
　　① イ ン フ ラ （上 下 水 道 等、 公 共 交 通） 整 備 に つ い て
 （答弁：水道局長、都市建設部長、市長公室長）
　　② ＪＲ羽鳥駅の橋上化について
 （答弁：都市建設部長、市長）
　　③ スポーツレクリエーションゾーンについて
 （答弁：市長）

 平成 21 年第 1 回定例会の一般質問は、10 名の議員が市政に関する 28 項目について質問や提言を行いま

した。紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。

　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。3 月定例議会

の会議録は 6 月頃に発行する予定です。

旧小川地区で統合幼稚園がスタート　　　　  　　　　　　　　　　　　 （4 月 9 日 元気っ子幼稚園 小川地内）

一
般
質
問
？
・
・
・
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
言
を
行
う
こ
と
で
す
。
質
問
は
、
通
告
書
の
提
出
順
で
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
時
間
は
60
分
以
内
・
再
質
問
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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市
内
各
種
団
体
と
の
連
携
強
化

　

 

利
活
用
策
と
経
済
波
及
効
果
は

　

本
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
へ
の
登
録
者
は

７
０
０
名
、
県
全
体
で
は
２
万
人
を
超
え

て
お
り
、
未
登
録
の
愛
好
者
を
含
め
る

と
全
国
の
サ
ッ
カ
ー
人
口
は
２
０
０
万

人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の
連
携
も
含
め
た
利

活
用
策
は
。
ま
た
、
利
活
用
の
促
進
に

伴
う
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

Ａ 
市　

長　

特
に
施
設
整
備
後
の
利
活

用
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的

な
管
理
運
営
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
県

の
サ
ッ
カ
ー
協
会
や
筑
波
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
等
と
連

携
し
、
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
の

ほ
か
新
た
な
事
業
創
出
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
に
よ
る

経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、
県
内
に
波
及

す
る
総
合
的
な
経
済
効
果
を
５
～
９
億

円
と
試
算
し
て
お
り
、
他
県
の
事
例

で
は
地
元
へ
の
経
済
効
果
が
約
６
割
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い

て
は
約
３
～
５
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
費
削
減
や
Ｐ
Ｒ
等
の

効
果
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
事
業
効
果

は
、
さ
ら
に
増
大
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
う
し
た
効
果
を
確
実
な
も

Ｑ . 地域の悲願〝スポーツ施設整備構想〟
　　地域活性への利活用・仕組みづくり

　　Ａ . 整備後の利活用が特に重要
　　　　実効性あるプログラム策定を急ぐ

磯　辺　隆

の
と
す
る
た
め
、
市
内
の
各
種
団
体
等

と
の
連
携
は
必
要
不
可
欠
と
の
認
識
に

立
ち
、
庁
内
に
関
係
部
課
で
構
成
す
る

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
・

教
育
、
交
流
推
進
、
産
業
振
興
、
都
市

基
盤
づ
く
り
の
各
分
野
に
お
け
る
実
効

性
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

お
り
、
今
後
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

青
少
年
の
夢
実
現
へ
仕
組
み
づ
く
り
を

Ａ 
市　

長　

県
内
外
の
チ
ー
ム
が
合
宿

や
練
習
の
際
に
、
地
元
チ
ー
ム
に
そ
の

受
け
皿
と
し
て
要
請
が
あ
る
と
も
聞
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
交
流
を

通
じ
て
、
将
来
的
に
有
望
な
選
手
の
育

成
も
望
め
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

常
陸
平
野
開
発
整
備
構
想
？
・
・
・
リ
ゾ
ー
ト
法
に
基
づ
き
旧
小
川
・
美
野
里
・
茨
城
の
３
町
が
常
陸
平
野
地
域
の
開
発
拠
点
と
し
て
百
里
飛
行
場
民
間
共
用
を
中
心
に
策
定
し
た
整
備
構
想
（
平
成
６
年
３
月
）。
そ
の
中
で
八
幡
池
の
整
備
も
検
討
さ
れ
た
。

通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
、
選

手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
中
で
、

子
ど
も
達
の
夢
の
実
現
に
寄
与
で
き
る

よ
う
な
施
設
整
備
や
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

避
難
場
所
と
し
て
の
活
用
も
視
野
に

　

 

周
辺
道
路
網
の
整
備
促
進
を

　

建
設
が
予
定
さ
れ
る
先
後
八
幡
池
は
、

か
つ
て
は
大
規
模
な
火
災
を
経
験
し
た

場
所
で
あ
る
が
、
今
後
の
整
備
次
第
で

は
、
そ
の
広
大
な
面
積
を
活
か
し
た
広

域
的
な
非
難
場
所
と
し
て
の
利
活
用
も

期
待
さ
れ
る
。
今
後
の
具
体
的
な
施
設

整
備
と
合
わ
せ
た
周
辺
道
路
の
整
備
推

進
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ 

市　

長　

こ
れ
ま
で
周
辺
地
域
の
荒

廃
や
火
災
発
生
等
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

周
辺
地
域
の
方
々
に
は
大
き
な
負
担
を

与
え
て
き
た
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、

今
後
の
整
備
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
等

が
発
生
し
た
場
合
の
広
域
的
な
避
難
場

所
と
し
て
の
利
活
用
も
大
き
な
役
割
の

一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
に
伴
っ
て
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
で
す
の
で
、

県
に
も
強
く
要
望
し
、
一
体
で
整
備
し

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

毎年 12 月に開催される市長杯少年サッ
カー大会。昨年は総勢 32 チームが参加。
青少年の夢づくりは関係者の不断の尽
力により支えられている

一般質問



　   ��
議会広報おみたま 第 13 号

Ｑ . 定額給付金の支給体制は
　　柔軟な対応で地域活性を

　　Ａ . 早期支給に向け推進室を設置
　　　　関係機関と連携し適切に対応

山本　信子

Ｑ 

支
給
に
向
け
た
推
進
体
制
は

　

過
日
、
関
連
法
案
成
立
後
の
速
や
か

な
支
給
体
制
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
要
望

書
を
提
出
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、
早
期

支
給
開
始
に
向
け
た
推
進
体
制
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

本
市
の
定
額
給
付
金

支
給
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
基
準
日
の

２
月
１
日
現
在
、
本
市
の
住
民
基
本
台

帳
お
よ
び
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
現
時
点
で
は
約
２
万

世
帯
・
５
万
４
千
人
、
給
付
額
は
約

８
億
２
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
定
額
給
付
金
と
併
せ
て
、

小
学
校
就
学
前
の
３
年
間
の
幼
児
教
育

を
受
け
る
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
に

対
し
て
支
給
す
る
〝
子
育
て
応
援
特
別

手
当
〟
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
子

ど
も
１
人
に
つ
き
３
万
６
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
市
内
の
交
付
対
象
者
は

７
３
０
世
帯
、
７
６
１
人
、
支
給
額
は
２
，

７
４
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
準
備
作
業
に
つ
い
て
は
、

秘
書
広
聴
課
内
に
定
額
給
付
金
事
業
推

進
室
を
設
置
し
、
兼
任
職
員
を
含
め
た

11
名
体
制
で
具
体
的
に
支
給
対
象
者
を

ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
臨
時
職
員
の
採
用
も
視
野
に

早
期
の
支
給
開
始
に
向
け
、
引
き
続
き

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
？
・
・
・
住
民
個
々
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
な
ど
法
律
で
規
定
し
た
事
項
を
記
載
し
た
も
の
が
住
民
票
で
、
こ
れ
を
各
市
町
村
が
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
。
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
基
礎
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

Ｑ 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
へ
の
対
応
は

　

 

地
元
消
費
を
促
す
商
品
券
の
発
行
は

　

住
民
登
録
地
に
居
住
し
て
い
な
い
Ｄ

Ｖ
被
害
者
な
ど
、
事
実
上
、
支
給
が
困

難
な
方
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地
元
商
店
街

等
で
の
消
費
を
促
す
商
品
券
等
が
全
国

各
地
で
実
施
さ
れ
る
が
、
本
市
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

定
額
給
付
金
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
原
則
、
世
帯
主
が
一
括

し
て
世
帯
構
成
員
全
員
の
分
を
申
請
・

受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
世
帯
構
成
員
の
一
部
の
方
だ

け
を
分
離
し
て
住
民
登
録
以
外
の
場
所

へ
戸
別
郵
送
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
被

害
者
本
人
が
警
察
署
等
に
相
談
を
行
っ

た
上
で
、
市
の
支
援
措
置
の
実
施
を
申

し
出
る
こ
と
に
よ
り
正
し
い
住
民
登
録

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
情
が
把

握
し
づ
ら
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ
れ
ば
適
切
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
等
と
の
協
議
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

Ｑ 

茨
城
空
港
の
積
極
Ｐ
Ｒ
へ 

　

全
国
各
地
で
〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〟
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
採
用
し
、
イ

ベ
ン
ト
等
へ
の
集
客
、
Ｐ
Ｒ
効
果
の
促
進

な
ど
に
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
本
市
で
も

新
た
な
〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〟
の
作
成
も
含
め

て
、
子
ど
も
や
女
性
が
魅
力
を
感
じ
る
積

極
的
な
活
用
策
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

地
方
自
治
体
等
が
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

促
進
す
る
た
め
に
活
用
す
る
〝
ゆ
る
キ
ャ

ラ
〟
は
、
全
国
で
３
５
０
体
以
上
と
も

言
わ
れ
、
彦
根
城
の
築
城
４
０
０
年
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
有
名
な
〝
ひ
こ
に
ゃ
ん
〟

を
は
じ
め
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
茨
城
空
港
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
上
で
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
は
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
空
港
利
用
促
進
協
議
会

で
〝
ス
カ
イ
ス
リ
ー
〟
を
決
定
し
、
こ

れ
を
市
内
７
カ
所
の
空
港
看
板
や
名
刺

等
に
印
刷
す
る
な
ど
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。
開
港
を
１
年
後
に
控
え
、
新
た

に
〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〟
を
創
る
の
で
は
な
く
、

〝
ス
カ
イ
ス
リ
ー
〟
の
様
々
な
活
用
法
を

模
索
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
・
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 一般質問
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Ｑ 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
は

　

全
国
的
に
公
立
病
院
が
赤
字
経
営
に
苦

し
む
中
、
本
市
は
地
域
医
療
を
存
続
す
る

最
善
の
策
と
し
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
た
が
、
現
在
ま
で
の
運
営
状
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

医
療
セ
ン
タ
ー
の

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４
月

の
開
設
時
、
医
師
が
常
勤
４
名
、
非
常
勤

７
名
の
ス
タ
ッ
フ
総
勢
67
人
体
制
か
ら
、

平
成
21
年
２
月
現
在
、医
師
が
常
勤
８
名
、

非
常
勤
13
名
を
含
む
90
人
体
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
要
望
の
多
か
っ
た
眼
科
に

つ
い
て
は
、
７
月
か
ら
常
勤
医
師
が
配
置

さ
れ
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
毎
日
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
等
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
開
設

当
初
、
外
来
患
者
２
，
１
１
９
名
に
対

し
、
平
成
21
年
１
月
現
在
、
約
４
千
名

と
倍
増
し
、
ま
た
入
院
患
者
に
つ
い
て

も
、
当
初
の
３
２
７
名
か
ら
平
成
21
年

１
月
時
点
で
１
，
３
５
１
名
ま
で
増
え
、

い
ず
れ
も
１
年
目
の
目
標
値
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
市
民
病

院
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
け
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
現
在
稼
動
す

る
45
の
病
床
を
80
床
に
す
る
た
め
、
市

と
し
て
も
指
定
管
理
者
と
協
力
し
、
率

先
し
て
更
な
る
ス
タ
ッ
フ
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 医療センター移行から１年
　　地域医療は拡充してるか

　　Ａ . 外来・入院患者とも順調
　　　　医療スタッフ確保に努める

藤井　敏生

Ｑ 

安
心
の
医
療
体
制
の
確
立
を

　

 

救
急
医
療
の
現
状
と
課
題
は

　

市
民
が
安
心
で
き
る
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
充
実
し
た
救
急
医
療
体

制
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
が
、
医
療
セ

ン
タ
ー
開
設
後
の
救
急
搬
送
の
受
け
入

れ
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

消
防
長　

市
消
防
本
部
の
平
成
20

年
中
に
お
け
る
救
急
出
動
件
数
は
１
，

６
７
５
件
、
搬
送
人
員
は
１
，
６
０
５
人
。

こ
の
う
ち
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
救
急
患

者
の
搬
送
人
員
は
、
４
月
の
開
業
以
降

１
２
０
人
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
を
含
む

急
病
患
者
が
半
数
を
占
め
、
平
成
19
年

中
の
国
保
中
央
病
院
時
と
比
較
す
る
と

約
５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
急
医
療

体
制
に
つ
い
て
は
、
2
次
救
急
医
療
病

院
と
し
て
、
休
日
夜
間
等
に
対
応
す
る

病
院
群
輪
番
制
方
式
に
よ
り
、
入
院
治

療
を
必
要
と
す
る
救
急
患
者
ま
で
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
医
師
不

足
等
の
影
響
に
よ
り
、
専
門
外
等
の
診

療
科
目
の
救
急
患
者
の
収
容
に
つ
い
て

は
困
難
な
場
合
が
あ
り
、
医
師
等
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
等
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
更
な

る
救
急
医
療
体
制
の
拡
充
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
次
救
急
医
療
病
院
？
・
・
・
生
命
に
別
状
は
な
い
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
重
症
救
急
患
者
に
対
応
し
た
病
院
の
こ
と
。
都
道
府
県
内
を
地
区
別
に
分
割
し
た
エ
リ
ア
〝
二
次
医
療
圏
〟
の
中
で
対
応
す
る
病
院
が
輪
番
で
24
時
間
体
制
を
と
る
。

Ｑ 

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
の
活
用
状
況
は

Ａ 

消
防
長　

県
の
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
一
般
の
方
が
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
か
ら
地
域
の
医
療
機
関
等
を
検

索
で
き
る
一
般
医
療
情
報
と
救
急
医
療

情
報
の
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
消
防
本
部
司
令
室
に
設
置

さ
れ
、
県
内
の
救
急
医
療
機
関
の
入
院

可
否
状
況
に
つ
い
て
毎
日
２
回
確
認
し
、

救
急
出
動
時
の
疾
病
者
の
状
況
に
応
じ

た
病
院
選
定
の
他
、
市
民
か
ら
の
病
院

照
会
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
も
有
効
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
各
医
療

機
関
に
よ
る
入
力
回
数
が
少
な
く
、
即

時
性
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
救
急
隊
が

直
接
病
院
に
収
容
可
否
を
確
認
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

 

パソコンや携帯から周辺の医療機関、
休日夜間の当番医が検索・閲覧できる

〝茨城県救急医療情報システム〟（アドレ
ス：http://www.qq.pref.ibaraki.jp  ＊携帯
の場合はさらに /kt を追加）
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Ｑ 

国
内
就
航
路
線
の
誘
致
状
況
は

　

世
界
的
な
景
気
悪
化
や
大
手
航
空
会

社
の
不
採
算
地
方
路
線
の
廃
止
・
減
便

な
ど
厳
し
い
現
状
が
あ
る
一
方
で
、
韓

国
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
定
期
便
表
明
を
は

じ
め
、
開
港
に
向
け
た
北
関
東
道
の
一

部
開
通
や
茨
城
港
の
整
備
な
ど
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
進
展
に
よ
り
今
後
に

向
け
て
大
き
く
期
待
さ
れ
る
要
素
も
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
線
の
誘
致
状

況
を
伺
い
た
い
。

Ａ 
市
長
公
室
長　

茨
城
空
港
は
、
県
内

は
も
と
よ
り
首
都
圏
の
航
空
需
要
の
一

翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

車
で
１
時
間
の
範
囲
に
３
４
０
万
人
の

人
口
を
有
す
る
等
そ
の
潜
在
能
力
を
評

価
い
た
だ
い
た
結
果
が
、
先
の
韓
国
ア

シ
ア
ナ
航
空
の
定
期
便
表
明
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
内
線
の
誘
致
状
況
に
つ
い
て
は
、

急
激
な
景
気
悪
化
や
大
手
航
空
会
社
の

深
刻
な
経
営
状
況
等
に
よ
り
、
県
か
ら

新
規
路
線
の
就
航
は
容
易
で
は
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
で
は
大
手
航
空
会
社
以

外
の
そ
の
他
の
国
内
航
空
会
社
に
対
し

て
も
、
引
き
続
き
粘
り
強
く
働
き
か
け

を
行
う
と
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も

平
成
22
年
３
月
の
開
港
に
向
け
て
、
国

や
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
就
航
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

の
主
要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、
産
業

活
動
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創
出
を

図
る
た
め
、
市
独
自
の
固
定
資
産
税
の

減
免
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
立
地
申

込
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
や
、
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
就
航
決
定

を
契
機
に
企
業
立
地
の
機
運
が
整
う
こ

と
か
ら
、
県
と
一
層
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

Ｑ 

未
曾
有
の
経
済
不
況
で

　

 

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
の
意
義
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

世
界
的
な
経
済
不
況

を
受
け
、
国
内
景
気
の
下
降
局
面
は
、

今
後
も
長
期
・
深
刻
化
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
行
政
と
し
て
地
域

住
民
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
生
活

で
き
る
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
市
民
の
心
身
の
健
康
づ
く

り
を
は
じ
め
地
域
振
興
、
多
様
な
交
流

の
創
出
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど

多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ . アシアナ航空ソウル便決定
　　厳しい現況で国内線就航は

　　Ａ .大手以外の国内航空会社も含め
　　　　国県と粘り強く取り組む

山口　良元

Ｑ 

空
港
開
港
記
念 

チ
ャ
ー
タ
ー
事
業
の
内
容
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

空
港
開
港
に
向
け
、

現
在
、
国
や
県
等
に
よ
る
ハ
ー
ド
整
備

が
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、
地
元
市
と

し
て
機
運
醸
成
や
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
平
成
21
年
度
に
空
港
開
港
の
記
念

事
業
と
し
て
、
一
番
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
、
市
民
の
搭
乗
を
募
る
な
ど
開
港
後

の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に

相
応
し
い
事
業
内
容
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
韓
国
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
ソ
ウ

ル
便
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
韓
国
も
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後

の
国
内
線
の
就
航
状
況
等
も
踏
ま
え
、

具
体
的
な
行
き
先
や
募
集
方
法
な
ど
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
進
捗
状
況
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

空
港
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

は
、
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
空
港
開

港
に
伴
う
新
た
な
産
業
拠
点
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
臨
空
型
の
工
業
団
地

で
、
既
に
用
地
取
得
を
終
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
は
周
辺
整
備
に
着
手

し
、
今
年
度
は
幹
線
道
路
の
歩
道
整
備

と
準
幹
線
道
路
の
舗
装
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
総
合
計
画
に
空
港
利
活
用

韓
国
ア
シ
ア
ナ
航
空
？
・
・
・
韓
国
の
大
手
財
閥
〝
錦
湖
（
ク
ム
ホ
）
ア
シ
ア
ナ
グ
ル
ー
プ
〟
が
１
９
８
８
年
に
設
立
し
た
航
空
会
社
。
国
際
線
は
21
カ
国
66
都
市
82
路
線
。
日
本
へ
の
就
航
先
は
15
都
市
21
路
線
、
週
１
６
０
便
。
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Ｑ . 市内の雇用問題への認識は
　　現状把握の上で適切対応を

　　Ａ . 雇用情勢の推移に注視し
　　　　関係機関と適切に対応する

福島ヤヨヒ

Ｑ 

雇
用
問
題
へ
の
対
応
状
況
は

　

景
気
悪
化
に
伴
う
派
遣
切
り
な
ど
雇

用
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
本
市
を
取

り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
の
把
握
は
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

本
年
１
月
、
市
内

製
造
業
等
の
事
業
所
74
社
を
対
象
に
し

た
雇
用
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回

答
60
社
・
81
％
）
で
は
、
人
員
削
減
を
予

定
す
る
事
業
所
は
９
社
で
し
た
が
、
派

遣
社
員
等
を
契
約
期
間
内
に
解
雇
す
る

と
し
た
事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
国
の
雇
用
対
策
と
し
て
実
施
す

る
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
を
利
用
し
た

企
業
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
管
内
で
14

社
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
は
、
大
都
市
部
に
お
け
る
深
刻

な
状
況
は
な
く
比
較
的
安
定
し
て
い
る

と
も
見
れ
ま
す
が
、
１
月
末
に
茨
城
労

働
局
が
発
表
し
た
雇
用
情
勢
概
況
で
は

求
人
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
雇
用
情
勢
に

注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
現
在
、
市

民
へ
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
石
岡
の
協
力
に
よ
り
本
庁
及
び

各
支
所
で
求
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
適
切
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

校
舎
耐
震
化
の
早
期
整
備
を

　

市
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
計
72
の

校
舎
等
の
中
で
、
耐
震
化
済
み
は
29
棟
・

耐
震
化
率
が
約
40
％
と
の
現
状
か
ら
、
子

ど
も
達
や
地
域
住
民
の
平
時
及
び
緊
急
時

の
居
場
所
と
な
る
重
大
性
を
踏
ま
え
、
最

優
先
で
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ 

教
育
次
長　

学
校
施
設
の
耐
震
化
を

進
め
る
た
め
、
優
先
順
位
を
決
め
る
調

査
結
果
に
基
づ
き
、
堅
倉
小
と
小
川
北

中
の
校
舎
改
築
の
基
本
設
計
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
国
か
ら
更
な
る
耐
震
化
の
促
進

と
耐
震
診
断
の
実
施
状
況
及
び
結
果
の
公

表
が
義
務
付
け
と
な
り
、
現
在
の
耐
震
化

率
40
・
３
％
が
全
国
平
均
か
ら
見
て
も
低

位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
耐
震

診
断
を
進
め
、そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

中
長
期
的
視
野
で
の
整
備
計
画
を
策
定
し

た
中
で
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

小
川
地
区
も
預
か
り
保
育
が
開
始

　
 

美
野
里
地
区
で
の
今
後
の
予
定
は

Ａ 
教
育
次
長　

核
家
族
化
や
保
護
者
の

就
業
形
態
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
を
目
的
に
、
玉
里
幼
稚
園
や
４
月
開

園
の
元
気
っ
子
幼
稚
園
で
は
、
通
園
児
童

を
対
象
に
実
施
及
び
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
美
野
里
地
区
の
４
つ
の
幼
稚
園

で
は
、
専
用
居
室
の
確
保
が
困
難
な
こ
と

か
ら
、当
面
の
実
施
は
難
し
い
状
況
で
す
。

Ｑ 

安
心
で
き
る
高
齢
者
医
療
を

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
発
足
か
ら
約

１
年
経
過
し
、
通
院
日
数
の
減
少
や
健
康

診
査
受
診
率
の
低
迷
な
ど
高
齢
者
医
療
が

後
退
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
中
、
滞

納
者
へ
の
配
慮
や
健
康
診
査
受
診
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
市
独
自
の
支
援
も
含
め

た
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

保
険
料
滞
納
者
へ

の
資
格
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
そ
の
決
定
を
行
う
県
広
域
連
合

に
お
い
て
、
交
付
取
扱
い
に
関
す
る
事

務
運
用
基
準
を
検
討
し
、
併
せ
て
滞
納

期
間
に
応
じ
た
機
械
的
な
一
律
交
付
へ

の
配
慮
も
審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
示
さ
れ
た
運
用
基
準
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施

主
体
で
あ
る
県
広
域
連
合
か
ら
依
頼
さ

れ
各
市
町
村
が
行
い
ま
す
が
、
本
市
で

は
、
国
民
健
康
保
険
に
よ
る
特
定
健
康

診
査
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
対
象
者
５
，
６
８
１
名

の
う
ち
受
診
者
４
０
３
名
（
７
％
）
と

県
平
均
17
％
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
結

果
か
ら
、
再
度
、
受
診
を
促
す
周
知
方

法
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
？
・
・
・
高
騰
す
る
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
20
年
４
月
か
ら
40
～
70
歳
の
保
険
加
入
者
全
員
を
対
象
と
す
る
新
た
な
健
康
診
断
で
病
気
の
事
前
予
防
を
重
視
。

一般質問
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Ｑ 

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施
設
整
備
構
想

　

 

現
時
点
で
の
構
想
の
内
容
は

　

玉
里
村
時
代
に
は
各
種
計
画
が
持
ち

上
が
っ
た
も
の
の
実
現
に
は
至
ら
ず
、

今
後
の
構
想
策
定
に
よ
る
進
展
が
期
待

さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

市　

長　

こ
の
構
想
は
旧
玉
里
村
時

代
に
最
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
現
在
の
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
〝
コ
ス
モ
ス
〟
一
帯
を
都
市
農
村

交
流
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
内
外
の
人
々
の
憩
い
や
交
流
、
ま
た
、

地
域
文
化
を
創
造
・
発
信
す
る
シ
ン
ボ

ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
活

用
策
に
つ
い
て
、
住
民
と
行
政
、
筑
波

大
学
の
協
力
に
よ
り
様
々
な
ア
イ
デ
ィ

ア
が
提
案
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
の
総
合
計
画
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
共
同
豚
舎
跡
地
周
辺
も
含

め
た
広
範
な
地
域
を
〝
水
の
交
流
エ
リ

ア
〟
と
し
て
位
置
づ
け
、
環
境
保
全
を

図
り
な
が
ら
地
域
固
有
の
資
源
を
活
か

し
た
、
新
た
な
交
流
空
間
を
形
成
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
茨
城
空
港
と
の
連
携
に
よ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、
関
係
者

の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
具
体
的
な

整
備
構
想
を
策
定
し
、
事
業
化
に
向
け

て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

整
備
構
想
と
併
せ
た
道
路
整
備
を

　

整
備
構
想
の
中
心
と
な
る
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
、
現
在
、

非
常
に
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
整

備
構
想
の
策
定
と
合
わ
せ
た
道
路
整
備

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

市　

長　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
〝
コ

ス
モ
ス
〟
に
向
か
う
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
合
併
特
例
債
事
業

と
し
て
取
り
組
む
（
仮
称
）
栗
又
四

箇
線
が
、
将
来
的
に
は
高
崎
方
面
ま

で
の
延
伸
も
見
据
え
た
ル
ー
ト
設
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
栗
又
四
箇
線
の
測
量
設
計

を
実
施
し
、
詳
細
な
ル
ー
ト
が
設
定

さ
れ
た
後
に
、
高
崎
方
面
へ
の
延
伸

に
つ
い
て
も
、
整
備
構
想
の
具
体
化

と
併
せ
て
一
体
的
に
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

Ｑ . 霞ヶ浦沿岸地域施設整備構想
　　アクセス道も含めた進展に期待

　　Ａ .空港とも連携した新たな交流空間
　　　　具体的な整備構想を策定する

橋本　政美

Ｑ 

市
民
か
ら
の
不
審
の
声
は
増
大

　

 

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
へ
の
住
民
説
明
は

　

市
民
は
合
併
効
果
に
よ
り
地
域
間
の

格
差
が
解
消
さ
れ
、
少
し
で
も
暮
ら
し

や
す
く
生
活
が
安
定
し
て
い
く
こ
と
を

望
ん
で
お
り
、
現
在
の
サ
ッ
カ
ー
場
建

設
を
進
め
る
市
政
運
営
に
は
市
民
の
間

か
ら
不
信
感
が
生
じ
て
い
る
。

　

過
日
の
区
長
会
か
ら
の
要
請
を
踏
ま

え
、
速
や
か
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

過
日
の
区
長
会
役
員

会
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基

本
構
想
に
つ
い
て
が
議
題
と
さ
れ
、
そ

の
中
で
、
ま
ず
区
長
会
へ
の
説
明
会
を

開
催
し
た
後
に
、
各
小
学
校
区
単
位
の

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
よ
う
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
住
民
説
明
会
に
関
し

て
は
、
現
在
、
４
月
開
催
を
目
途
に
調

整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
準
備
が
整

い
次
第
、
順
次
、
説
明
会
に
入
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
各
地
域
か
ら
の
意
見
や
要

望
を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
の
理
解
と
合

意
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

土地利用の具体的な方向性として、戦略的
な土地利用の推進を掲げる。霞ヶ浦を中心
とする地域を水の交流エリアに位置づける

　 （市総合計画・土地利用構想図）

 一般質問

行
政
区
長
？
・
・
・
行
政
に
関
す
る
様
々
な
連
絡
や
周
知
、
地
域
（
行
政
区
内
）
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
課
題
解
決
や
行
政
に
対
す
る
要
望
・
提
案
を
行
う
な
ど
円
滑
な
市
政
運
営
の
一
翼
を
担
う
市
の
非
常
勤
特
別
職
。 

本
市
の
任
期
は
２
年
。
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Ｑ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
構
想
の
進
め
方

　

 

自
治
基
本
条
例
に
沿
っ
て
事
業
推
進
を

　

市
の
憲
法
と
し
て
定
め
る
自
治
基
本

条
例
に
は
、
情
報
共
有
、
住
民
協
働
・

参
画
の
基
本
原
則
が
あ
り
、
ま
た
、
重

要
事
項
の
決
定
に
際
し
て
は
、
市
民
の

意
見
聴
取
の
機
会
を
確
保
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
明
確
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
構
想
の
進
め
方
に
問
題
は
な

か
っ
た
か
再
考
を
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 
市
長
公
室
長　

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
尊
重
し
、
市
民

の
自
発
的
な
行
動
を
正
し
く
導
き
支
援
し

て
い
く
姿
勢
が
問
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意

味
か
ら
も
自
治
基
本
条
例
に
定
め
る
市
政

運
営
の
基
本
原
則
は
い
ず
れ
も
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
人
の
お
金
で
他
人
の
た
め

に
働
く
と
い
う
公
共
の
論
理
か
ら
し
て
、

行
政
に
は
必
然
的
に
説
明
責
任
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
義
務

を
果
た
さ
ず
、
市
民
と
い
う
ま
ち
づ
く

り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
得
ら
れ
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
今
後
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
努
め
て
い
き

ま
す
が
、
そ
の
際
、
市
民
か
ら
の
意
見

聴
取
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
よ
り
も
直
に
意
見
や
要
望
が
伺

え
る
住
民
説
明
会
の
方
が
適
し
て
い
る

て
は
、
合
併
特
例
債
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
こ
の
合
併
特
例
債
に
よ
る
助
成

の
残
額
を
補
う
県
の
新
市
町
村
づ
く
り

支
援
事
業
が
、
今
後
、
補
助
限
度
額
等

の
引
下
げ
等
の
改
正
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
債
事
業
が
本
格
化
し

て
い
な
い
平
成
21
・
22
年
度
に
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
公
債
費
の
支
出
が
後
年

度
に
集
中
す
る
こ
と
を
回
避
で
き
、
各
年

度
の
平
準
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
安
定

し
た
財
政
運
営
が
確
保
で
き
ま
す
。

Ｑ 

統
合
幼
稚
園
設
置
の
課
題
は

　

 

現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

Ａ 

教
育
長　

現
在
の
入
園
希
望
者
は
、

４
歳
児
が
51
名
、
５
歳
児
が
45
名
の
計

96
名
の
状
況
か
ら
、
各
学
年
２
ク
ラ
ス

の
計
４
ク
ラ
ス
を
予
定
し
て
お
り
、
統

合
に
よ
る
広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
、
通
園
の
安
全
や
利
便
を
図

る
た
め
、
バ
ス
を
運
行
す
る
と
と
も
に
、

小
川
地
区
で
の
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、

預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
に
伴
う
困
難
が
広
が
る
中
で
、

地
域
に
お
け
る
就
学
前
教
育
や
子
育
て

支
援
を
担
え
る
よ
う
、
開
園
後
も
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
応
え
ら
れ
る
教

育
・
保
育
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

Ｑ . 自治基本条例は市の憲法
　　その原則・手続きを踏まえたか

　　Ａ . 市民はまちづくりのパートナー
　　　　説明責任の義務履行に努める

戸田　見成

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
進
め
方
の
中
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
誤
解
を
招
い
た
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
、
今
後
、
こ
の
こ
と
に
充

分
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

そ
の
効
果
や
利
用
者
根
拠
に
疑
問

Ａ 

市
長
公
室
長　

本
事
業
を
進
め
る
上
で

最
も
基
本
と
な
る
の
は
利
活
用
の
部
分
で

す
の
で
、
構
想
に
示
し
て
い
る
需
要
予
測

や
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
各
種
の
積
算
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
調
査
に
よ
り

算
出
し
、
単
に
期
待
と
し
て
計
上
し
た
数

値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
る
中
で
、
利
活
用
策
を
掘

り
下
げ
、
具
体
的
に
明
示
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
は
10
年

　

 

事
業
化
を
急
ぐ
必
要
は
あ
る
の
か

Ａ 

市
長
公
室
長　

特
定
財
源
等
の
活
用

に
よ
り
生
じ
る
時
間
的
な
制
約
に
つ
い

自
治
基
本
条
例
？
・
・
・
市
の
理
念
や
基
本
原
則
な
ど
自
治
の
基
本
ル
ー
ル
を
明
文
化
し
た
市
の
憲
法
と
な
る
も
の
。
平
成
18
年
10
月
か
ら
策
定
委
員
会
で
素
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
議
会
の
議
決
を
経
て
平
成
20
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
。

一般質問

パブリックコメント？
　市の重要な事案等を
決定する過程で、その
事案等の趣旨、目的、
内容等を公表し、市民
からの意見を求め、提
出された意見を考慮
して意思決定を行う
とともに、意見に対す
る市の考え方を公表
する一連の手続。



　   ��
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Ｑ . 空港開港・広域化に向け
　　消防体制強化に向けた取組みは

　　Ａ . 関係機関と協定整備を進める
　　　　広域化に向け課題等を検討

小川　賢治

応
急
危
険
度
判
定
？
・
・
・
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
を
調
査
し
、
余
震
等
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
は
な
い
か
等
を
判
定
す
る
。
建
物
周
辺
で
の
２
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
情
報
提
供
を
目
的
と
す
る
。

成
24
年
度
末
を
目
標
に
人
口
30
万
人
以

上
を
１
つ
の
消
防
本
部
と
し
て
県
内
を

５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
本
市
は
水
戸

市
を
中
心
と
す
る
９
市
町
村
が
加
盟
す

る
県
央
地
区
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
県
の
連
絡
会
議
や

ブ
ロ
ッ
ク
別
の
作
業
部
会
等
で
課
題
な

ど
が
検
討
さ
れ
、
今
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
の
広
域
化
推
進
計
画
を
作
成
し
た
上

で
、
法
定
協
議
会
で
具
体
的
な
手
続
き

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

被
災
後
の
安
全
確
保
へ
の
対
応
は

　

地
震
で
被
災
し
た
建
物
の
安
全
性
を
判

定
す
る
応
急
危
険
度
判
定
士
を
監
督
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
本
市
に
は
不
在
で

あ
る
が
、
今
後
の
配
置
の
考
え
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

現
在
、
県
内
の
判

定
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

２
４
９
名
の
登
録
が
あ
り
ま
す
が
、
本

市
に
は
不
在
の
状
況
で
す
。
こ
の
た
め

震
災
が
発
生
し
、
建
物
の
倒
壊
等
に
よ

り
建
物
の
安
全
性
を
判
断
す
る
必
要
性

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
県
に
登
録
す
る

判
定
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
応
急
危
険

度
判
定
士
の
派
遣
要
請
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
後
、
平
成
21
年
度
内
に
県
が
実
施

す
る
養
成
訓
練
を
通
じ
て
、
本
市
に
お

け
る
配
置
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

Ａ 

消
防
長　

本
市
消
防
の
各
施
設
は
、

昭
和
57
年
前
後
に
建
設
さ
れ
、
当
時
の

職
員
数
に
応
じ
た
面
積
で
設
計
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
現
在
、
専
用
の
休
憩
室
や

仮
眠
室
の
個
室
化
等
に
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

消
防
業
務
の
特
殊
性
か
ら
感
染
症
等

へ
の
予
防
対
策
も
含
め
た
職
員
の
健
康

管
理
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
も
、
現

有
施
設
で
対
応
可
能
な
改
善
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

消
防
広
域
化
の
取
り
組
み
状
況

　

平
成
20
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
県
の

消
防
広
域
化
推
進
計
画
の
内
容
と
は
。

ま
た
平
成
24
年
度
末
ま
で
の
広
域
化
実

現
に
向
け
た
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ 

消
防
長　

消
防
庁
が
定
め
た
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
県
で
は
平
成
20
年
３
月
、

消
防
広
域
化
推
進
計
画
を
策
定
し
、
平

Ｑ 

空
港
開
港
に
伴
う
事
故
へ
の
対
応
は

　

航
空
機
は
最
も
安
全
な
乗
物
と
さ
れ

て
い
る
が
、
国
内
外
で
の
事
故
等
も
報

道
さ
れ
て
い
る
。
茨
城
空
港
の
開
港
を

間
近
に
控
え
、
万
が
一
の
航
空
機
事
故

に
際
し
て
、
市
と
し
て
対
応
す
べ
き
消

防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ 

消
防
長　

本
市
区
域
内
に
お
け
る
事

故
対
応
に
つ
い
て
は
、
市
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
消
防
本
部
に
配
備
さ
れ

る
車
両
や
資
器
材
、
人
員
を
最
大
限
活

用
し
、
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
と
の
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
県
広
域
消
防

相
互
応
援
協
定
を
活
用
し
て
被
害
の
軽

減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
空
港
開
港
に
向
け
て
は
、
百

里
基
地
や
空
港
管
理
者
等
と
空
港
周
辺

地
域
に
お
け
る
消
火
救
難
活
動
に
関
す

る
協
定
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
科
学
消
防
車
等
の
購
入
に
つ

い
て
は
、
市
総
合
計
画
や
消
防
施
設
整

備
指
針
に
基
づ
き
計
画
的
な
整
備
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

消
防
職
員
の
休
憩
施
設
の
整
備
を

　

市
民
の
生
命
を
守
る
消
防
職
員
が
職

務
に
専
念
す
る
た
め
に
は
、
特
に
快
適

な
休
憩
施
設
等
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

今
後
の
環
境
整
備
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

平成 20 年 3 月に策定された〝茨城県
消防広域化推進計画〟では、県内を 5
つのブロックに分けるが、県域一本
化も視野に検討するとしている

 一般質問
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Ｑ . 激変の社会経済情勢
　　将来の健全財政の確保は

　　Ａ . 合併特例債で地方債は増加
　　　　適正範囲の保持を大前提

関口　輝門

Ｑ 

中
期
的
な
財
政
予
測
か
ら

　

 

健
全
財
政
は
確
保
で
き
る
か

Ａ 

市
長
公
室
長　

財
政
の
弾
力
性
を
示

す
公
債
費
負
担
比
率
は
、
平
成
21
年
度

以
降
、
13
・
５
％
前
後
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
経
常
収
支
比
率
は
、
向
こ
う
５

年
間
の
財
政
見
通
し
の
中
で
減
少
し
て

お
り
、
こ
れ
は
行
財
政
改
革
の
成
果
と

し
て
人
件
・
物
件
費
が
減
額
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
債
残
高
は
、
平
成
27
年

度
ま
で
活
用
で
き
る
合
併
特
例
債
が
押

し
上
げ
要
因
と
な
り
、
年
々
増
え
て
い

き
ま
す
が
、
実
質
公
債
費
比
率
18
％
以

内
を
大
前
提
と
し
て
地
方
債
を
発
行
し

て
い
く
こ
と
か
ら
、
健
全
財
政
は
維
持

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

医
療
セ
ン
タ
ー
20
年
度
の
経
営
状
況
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

指
定
管
理
者
よ
り

提
出
さ
れ
た
平
成
20
年
９
月
末
時
点
に
お

け
る
速
報
値
で
は
、
医
業
収
益
３
億
３
，

３
５
７
万
円
、
事
業
計
画
に
比
し
た
達

成
度
53
・
９
％
。
ま
た
、
医
業
費
用

３
億
４
，０
４
２
万
円
、達
成
度
51
・
４
％
。

医
業
損
益
が
６
８
４
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
、
間
も
な

く
１
年
を
経
過
し
ま
す
が
、
運
営
は
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
？
・
・
・
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
。
人
件
費
や
借
金
返
済
費
な
ど
の
義
務
付
け
ら
れ
た
経
費
が
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
。
適
正
水
準
は
70
～
80
％
。
東
京
23
区
を
除
く
全
国
自
治
体
の
07
年
度
の
数
値
は
93
・
４
％
と
過
去
最
高
。

Ｑ 

予
定
す
る
合
併
特
例
債
事
業
は

　

昨
今
の
経
済
情
勢
か
ら
後
年
度
の
交

付
税
措
置
が
確
実
に
見
込
め
る
の
か
不

安
が
残
る
中
で
、
現
時
点
で
の
想
定
事

業
も
含
め
た
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る

事
業
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

現
在
、
予
定
し
て
い

る
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
事
業
は
、

合
併
直
後
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
む
広

域
幹
線
道
路
整
備
。
平
成
21
年
度
に
実

施
予
定
の
事
業
と
し
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
、
か
し
て
つ
跡
地
バ
ス
専
用
道
化
。

計
画
中
の
事
業
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
整
備
（
サ
ッ
カ
ー
場
）、
小
中
学
校
耐

震
補
強
等
、
石
岡
地
方
斎
場
改
築
。
想

定
事
業
と
し
て
羽
鳥
駅
橋
上
化
、
新
庁

舎
建
設
の
計
８
事
業
に
な
り
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

本
市
で
起
債
で
き
る
上
限
額
２
２
０
億

の
う
ち
１
３
５
億
円
以
内
に
と
ど
め
る

こ
と
を
明
確
に
し
た
こ
と
か
ら
、
改
め

て
実
施
計
画
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
見
直
し
に
際

し
て
は
、
発
行
期
限
、
社
会
経
済
情
勢

の
動
向
、
将
来
の
財
政
見
通
し
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
事
業
の
必
要
性
や
費
用
対

効
果
な
ど
多
面
的
に
検
討
す
る
と
と
も

に
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
特
定
財
源

と
の
併
用
を
基
本
に
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
内
容
の
明
示
を 

　

管
理
者
に
病
院
経
営
を
委
ね
た
と
は
い

え
、
資
金
を
投
入
し
て
い
る
以
上
は
、
市

が
病
院
経
営
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
た

上
で
、
次
年
度
に
設
定
す
る
市
民
へ
の
医

療
提
供
に
対
す
る
適
正
負
担
と
し
て
、
指

定
管
理
料
等
が
計
上
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も

予
算
書
の
提
出
と
併
せ
た
事
業
計
画
書
等

を
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

医
療
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
幕
内
会
に
委
ね
、
医
業
に
関
す
る
収

益
は
管
理
者
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
の
病
院
事
業
会
計
の
予
算
に

は
計
上
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
市
は
病
院
の

開
設
者
と
し
て
、
協
定
書
に
基
づ
き
、

年
度
ご
と
の
事
業
実
績
及
び
計
画
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
、
市
民
病
院
と
し
て

相
応
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
病
院
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
審
査
を
経
て
、

市
の
病
院
運
営
評
価
委
員
会
に
諮
り
精

査
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
計
画
等
の
開
示
に
つ
い
て
は
、

そ
の
内
容
が
管
理
者
と
の
協
定
に
基
づ

く
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
全
て
を
公
表

す
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
の

で
、
評
価
審
査
の
確
定
作
業
と
併
せ
て

公
表
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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Ｑ 

Ｊ
Ｒ
羽
鳥
駅
橋
上
化
の
早
期
実
現
を

　

地
域
住
民
な
ど
約
２
万
人
に
及
ぶ
要
望

書
提
出
の
経
過
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

羽
鳥
駅
橋
上
化
に
よ
る
利
便
性
向
上
や
空

港
開
港
と
の
相
関
に
よ
る
各
種
都
市
機
能

の
進
展
へ
の
期
待
か
ら
、
現
市
政
に
お
け

る
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

羽
鳥
駅
の
橋
上
化

に
つ
い
て
は
、
東
西
の
駅
前
広
場
及
び

広
場
に
通
じ
る
道
路
整
備
を
含
め
た
駅

周
辺
の
再
整
備
と
し
て
、
概
算
事
業
費

25
億
円
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
財
源

に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債
14
億
円
と

11
億
円
の
有
利
な
補
助
事
業
を
活
用
し
、

一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
は
最
小
限

に
留
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
構
想
を
も
と
に
、

こ
れ
ま
で
国
や
県
、
Ｊ
Ｒ
等
と
10
回
ほ

ど
協
議
を
し
て
い
ま
す
が
、
岩
間
・
日

立
駅
の
橋
上
化
が
先
に
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
事
業
着
手
は
早
く
て
も
23
年

度
以
降
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
申
請
に
際
し
、

具
体
的
な
整
備
計
画
の
策
定
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
と
の
協
力

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
、
財
政
的
な
裏

づ
け
と
し
て
年
次
計
画
を
明
確
に
し
て
、

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 羽鳥駅橋上化が最優先事業
　　早期の事業開始に向け推進を

　　Ａ . 事業化は早くて 23 年度以降
　　　　地域住民、関係機関と協議を重ねる

島田　幸三

Ｑ 

生
活
排
水
対
策
事
業
の
推
進
を 

　

衛
生
的
な
生
活
環
境
と
周
辺
水
域
の

浄
化
を
図
る
た
め
実
施
す
る
生
活
排
水

対
策
事
業
の
本
市
普
及
率
は
、
県
内
で

も
低
位
に
あ
る
が
今
後
の
事
業
計
画
は
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
効

果
・
効
率
的
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
す
る
戸
別
浄
化

槽
事
業
へ
の
考
え
方
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

公
共
下
水
道
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
３
月
、
県
が
霞
ヶ

浦
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
を
国

に
申
請
す
る
こ
と
に
併
せ
て
、
本
市
の

全
体
計
画
を
見
直
し
、
約
３
０
０
ha
の

追
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
計
画
さ
れ
る
9
地
区
の
う
ち
３

地
区
で
事
業
が
完
了
し
、
平
成
20
年
に

事
業
採
択
を
受
け
た
巴
中
部
地
区
45 

ha

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
４
月
の
全
域
供

用
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
な
ど

の
集
合
処
理
だ
け
で
市
内
全
域
を
整
備

す
る
こ
と
は
、
事
業
の
効
率
及
び
経
済

性
か
ら
妥
当
で
は
な
い
た
め
、
整
備
コ

ス
ト
の
比
較
に
よ
り
計
画
区
域
を
設
け

て
お
り
、
計
画
区
域
外
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
戸
別

浄
化
槽
事
業
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
排
水
対
策
事
業
？
・
・
・
家
庭
等
か
ら
出
た
汚
水
等
を
地
下
に
埋
め
た
管
路
で
処
理
施
設
へ
運
び
浄
化
す
る
集
合
処
理
（
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
）
と
家
の
敷
地
に
埋
め
た
浄
化
槽
で
処
理
す
る
戸
別
処
理
（
戸
別
浄
化
槽
）。

Ｑ 

安
心
・
安
全
・
安
定
し
た
水
供
給
を

　

 

今
後
の
水
道
経
営
基
盤
の
強
化
は

　

安
心
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
老
朽
化
に
よ
り
強
度
が
低
下

す
る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
を
急
ぐ

必
要
を
鑑
み
、
湖
北
水
道
企
業
団
と
の

統
合
も
含
め
た
今
後
の
水
道
事
業
の
経

営
安
定
化
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

Ａ 

水
道
局
長　

平
成
20
年
度
末
現
在
、

石
綿
管
の
残
延
長
は
、
小
川
地
区
70 

Km 

、
美
野
里
地
区
２ 

km
、
湖
北
水
道
企
業

団
が
運
営
す
る
玉
里
地
区
10 

km
で
す
。

　

特
に
、
小
川
地
区
に
お
い
て
は
合
併

当
初
の
残
延
長
１
４
０
km 

か
ら
約
半
分

が
更
新
さ
れ
、
引
き
続
き
年
次
計
画
に

基
づ
き
、
有
利
な
財
源
の
活
用
や
道
路

改
良
等
と
併
せ
た
効
率
的
な
更
新
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
水
道
施
設
は
昭
和
40
年
代
以

降
に
集
中
的
に
建
設
さ
れ
、
現
在
、
老

朽
化
が
進
む
施
設
更
新
に
伴
う
財
政
需

要
に
つ
い
て
は
、
本
市
規
模
の
事
業
体

で
は
効
率
的
運
営
に
よ
る
対
応
に
も
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
部
業
務
の
民

間
委
託
の
実
施
を
検
討
す
る
ほ
か
、
湖

北
水
道
企
業
団
と
の
事
業
統
合
を
見
据

え
た
具
体
策
と
し
て
、
当
面
は
緊
急
時

に
お
け
る
応
援
協
定
、
水
質
検
査
や
薬

品
購
入
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
管
理
の

共
同
実
施
等
か
ら
連
携
強
化
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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平成 21 年  3 月定例会

　１  月
    ５日 百里基地賀詞交換会
    ７日 小美玉市賀詞交換会
    ８日 千鳥会
    ９日 明日の茨城づくりをめざす新春の集い
  10 日 消防出初式
  11 日 成人式
  12 日 新春歩け歩け大会
  14 日 建設業協会新年会
  17 日 区長会新年会
  18 日 ゆめ未来芸術展、茨城空港推進委員会
  20 日 議会広報委員会
  21 日 県市議会議長会定例会（22 日）
  23 日 シルバー人材センター新年会
 小川地区交番移転候補地選考委員会
  24 日 書初め大会表彰式
  26 日 元気っ子幼稚園園章・園歌選考委員会
  27 日 老人クラブ連合会役員新年会
  28 日 立志のつどい
  29 日 東茨城郡議長会合同議員研修会
 美野里地区企業連絡会
  30 日 国民文化祭実行委員会、新春防衛懇話会

　２  月
    １日 駅伝大会
    ３日 第１回臨時議会
    ４日 茨城空港推進委員会視察研修（５日）
    ５日 県市議会議長会研修会
  10 日 議員全体研修会（11 日）
  12 日 新市建設計画推進委員会
  13 日 日中友好協会新春交流会
  16 日 県北鹿行市議会議長会視察研修（17 日）
  19 日 交通安全対策協議会設立総会
  20 日 予算内示会
 政治倫理等調査特別委員会
  24 日 第２回臨時議会
  27 日 議会運営委員会

　３  月
    ８日 玉里小学校区コミュニティ設立総会
  10 日 市内中学校卒業式
  12 日 ふるさと塾閉講式
  19 日 市内小学校卒業式
  23 日 市内幼稚園卒園式
  27 日 国際交流協会役員会
 社協理事会・評議員会
  28 日 議会講演会（市民の日記念事業）
  30 日 都市計画審議会

活動日誌

臨時議会が 2 月 3 日、24 日に開かれ、提出された計６
件の議案について、すべて全会一致で可決しました。

No 議案名　～内　容～ 結果 委員会審査

■第１回臨時会（2/3）　     ＊○＝可決、×＝否決

1
財産の取得 ○ － －

 ～学校給食共同調理場の用地取得～
 場所：野田地内、面積：12,954㎡、金額：9,259 万円

2
動産買入れ契約の締結（変更） ○ － －

 ～水槽付消防ポンプ自動車の買入れ契約の変更契約締結～

■第２回臨時会（2/24）    ＊○＝可決、×＝否決

3
基金条例の一部改正
 ～消費者行政活性化基金の設置～

○ － －

4 基金条例の一部改正
 ～安心子ども基金の設置～

○ － －

5
20 年度 補正予算（一般会計）
　補 正 額：3 億 6,786 万円
　補正後額：184 億 2,602 万円

○ － －

6
20 年度 補正予算（農業集落排水）
　補 正 額：3,905 万円
　補正後額：3 億 5,620 万円

○ － －

  一般会計補正予算の主な内容（議案 5）

歳
入

地域活性化・生活対策臨時交付金 2 億 3,988 ↑

繰入金（財政調整基金） 9,733 ↑

歳
出

地域活性・生活対策臨時交付金事業 2 億 9,817 ↑

内
訳

サイン・防犯灯設置、オールカバー工事等 　1 億 4,031

クリーンセンター焼却炉更新負担金 　　　9,179

消費者行政活性化・安心子ども基金 　　　3,185

（単位：万円）

臨時会  第 1 回 2/3  第２回 2/24 地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
？
・
・
・
地
方
（
都
道
府
県
・
市
町
村
）
の
地
域
活
性
化
策
等
へ
の
財
政
支
援
と
し
て
国
の
平
成
20
年
度
２
次
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
交
付
金
で
総
額
６
千
億
円
。

＊臨時会とは臨時に開かれる会議のことで、急いで
決めることがらが発生した場合に開きます。



　   ��
議会広報おみたま 第 13 号

　 第１１回プレゼントクイズ　＊答えは議会広報 第 13 号の中にあります。

　問題は 3 つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。全問正解した方の中から抽
選で 10 名の方に、森のレストラン “ キャトルセゾン ”（四季の里内）のお食事券 1,000 円分をプレゼ
ントします。たくさんのご応募をお待ちしています。
　　問 ①  第 1 回定例議会で審議された案件は全部で５○件？。
　　問 ②  平成 21 年度 一般会計の当初予算は１○６億円？。
　　問 ③  第 2 回定例議会の開会日は 6 月○日？。

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成２１年６月１日（月）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“ 小美玉市役所　議会事務局 ” 宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　   第１０回クイズの当選者
　  49 通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。

　   木 下 春 江 さん　里澤アヤ子 さん　
　   浜 田 仁 美 さん　今泉アキラ さん  
　   荻 沼 正 男 さん　岩 本 優 美 さん
　   後 藤 朝 子 さん　佐々木純子 さん
　   島 田 吉 雄 さん　矢 口 博 子 さん

第１０回クイズの正解
  問①  議会講演会の開催日 ?
　　       [ 答 → 3 月 28 日 ]
  問②  本庁舎、支所の計○カ所で中継モニター　   
　       による視聴が可能 ? [ 答 → 3 カ所 ]

  問③  第 1 回定例議会の開会日？
    [ 答 → 3 月 2 日 ]

クイズ・声



　   ��
平成 21 年  3 月定例会

次の定例議会は
６月３日（水）開会です

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

   ３日 ( 水 )  本会議（開会 . 議案説明）

   ８日 ( 月 )  本会議（一般質問）

   ９日 ( 火 )  本会議（一般質問 . 質疑）

 11 日 ( 月 )  委員会（～ 16 日）

 18 日 ( 木 )  本会議（報告 . 採決 . 閉会）

   ＊日程は変更になる場合があります。

来るべき明日に向けて
1/29 研修会、3/28 講演会

TEL 0299-48-1111  内
線

（
1302）

FA
X

 0299-48-1199
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://gikai.city.om
itam

a.ibaraki.jp
Ｅ

-m
ail　

gikai@
city.om

itam
a.lg.jp

発
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議
会

広
報

委
員

会
〒

319-0192　
茨

城
県

小
美

玉
市

堅
倉

835   本
庁

舎
３

階
議

会
広

報
お

み
た

ま
 Ｎ

ｏ
.13

平
成

21
年

   4 月
30

日
発

行 ～ 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か ～
庁舎ロビーＴＶモニターで放映（開会中）

　議会の本会議は本庁３階の本会議場で行います。議

場での傍聴は議会が開催される当日に受付をするだけ

です。また、３月議会から、より多くの市民の皆さん

に本会議の模様をご覧いた

だけるよう、本庁舎・各支

所１階ロビーに設置するＴ

Ｖモニターでの同時放映を

始めました。どうぞご利用

ください。

  議員の役割と議会運営
　　1 月２９日（木）研修会：美野里公民館

　東茨城郡議長会（茨城・大洗・城里町）との合同

による研修会を行いました。講師には都道府県議長

会事務局職員として、長年、地方議会に携わり、現

  地方空港とまちづくり
　　３月２８日（土）講演会：小川文化センター

　市民の日記念事業の一つとして、委員自らが司会

進行や裏方を務めるなど茨城空港推進委員会の主催

による講演会を開催しました。

　まず最初にご講演をいただいた齊藤 氏（福岡県 

飯塚市長、一番食品 代表）は、本市が空港を活用

し新たなまちづくりが可能となり、そこには市民と

の協働が不可欠であること、さらに、地域の特性・

資源を積極的に活用・発信していく必要性等を示唆

いただきました。また、講演後には、各界を代表す

る市民４名の方に、それぞれの立場から空港への期

待や夢をお話いただきました。

　当日会場には想定以上の多数の方にご来場いただ

き、市民の日に相応しく茨城空港開港への機運の高

まりを共感できるイベントとなりました。

　議員が選挙区内の有権者にお金や物を贈ることは

法律（公職選挙法）で禁止されています。また、有

権者が寄附を求めることも禁止されます。

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

齊藤守史 氏
による講演

磯辺委員長あいさつ

各界を代表し市民 4 名の方が
空港への想いを語る

在も講演や執筆活動

を続ける 野村 稔 先

生を招聘し、〝地方議

員の役割と議会運営

について〟研修しま

した。

　

薫
風
の
候
、
青
葉
若
葉
を
わ
た
る
風
の

快
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
も
21
年
度
が
ス
タ
ー
ト
を
致

し
ま
し
た
。
３
月
定
例
議
会
で
は
予
算
を

含
む
全
て
の
議
案
が
審
議
の
結
果
、
採
択

を
さ
れ
、
景
気
後
退
・
経
済
不
安
が
叫
ば

れ
る
社
会
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
般

会
計
は
約
８
％
増
の
積
極
予
算
が
執
行
と

な
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
小
美
玉
市
は
、
茨
城
空
港
が

開
港
を
し
、
予
定
事
業
と
し
て
も
、
広
域

幹
線
道
路
整
備
を
は
じ
め
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
、
か
し
て
つ
跡
地
バ
ス
専
用
道

化
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施

設
整
備
の
基
本
設
計
な
ど
重
要
な
事
業
が

数
多
く
施
策
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
小

美
玉
市
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
市
民
の
皆
様
の
声
や

要
望
を
ど
れ
だ
け
反
映
で
き
る
か
が
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
議
会
議
員

と
し
て
議
案
審
査
を
し
採
択
を
し
た
責
任

を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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